









































































































































































































かにしています。これらの類話の約 3 分の 1 が魔法的逃走のモティーフと結びつい
ています。別の特徴的な例は、「庭の老婆」というメルヒェンに見られます。この話
は、ヴァレルンガのある弁護士の家で家事手伝いをしていたエリザベッタ・サンフラ































































図版 4 　 オットー・ウベローデ（1907年）
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